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＜患者様連絡事項＞

· 本田　英之様～本日11：30にランチ外出に行かれています。帰院後、外出の様子

　　　　　　　や疲労感の有無の観察・確認していきましょう。

· 駒木　学様～本日14：30～16:00免許更新の手続きの為、スタッフ付き添いに

て外出しています。免許の更新及び再交付は退院後でなければ出来ない事、平成20年1月12日まで有効だが、紛失証明を退院後提出する必要があるとの事で、必要書類は担当SW預かりとしています。帰院後、外出の様子や疲労感の有無、睡眠状況や異常体験に左右された言動について確認・観察をしていきましょう。

・船場　幸子様・小比類巻　昇様～明日の問診時、医療形態変更の同意書に本人からのサインお願いします。

＜皮膚科診察＞

· 山火　るい子様～現在下腹部の急性湿疹があり、デルモゾールＧ軟膏処置していま

したが、掻痒感の訴え聞かれており、改善傾向みられない為、タベジール２Ｔ　2×1が8日分臨時処方となっています。今後も部位の状態を観察、確認、保清面に対し介入していきましょう。

· 小坂　君子様～首に痛み有り癤とみられ、アズクロ処置、サワシリン4Cａｐ　4×1

（3日分）臨時処方となっています。痛みが継続してある様子見られた場合は野沢Drへ電話連絡し継続の指示の確認を行って下さい。痛みの訴えが無い様なら、アズクロ処置のみです。今後も部位の状態の観察、確認行っていきましょう。

· 三上　勇様～両足爪の白癬悪化し、ケルガークリームの処置行っていますが、改善　　

みられない為、ケルガー錠1T　1×1（6日分）臨時処方となっています。以後定期となります。今後も部位の状態の観察、確認と保清への関わりを行っていきましょう。

· 平　京子様・日向端　庸男様～次回の診察の為、来週の火曜日にスピール膏の貼付

予定です。

＜リハビリテーションプログラム内容、経過報告＞

(リハプロ)

· 進行には問題なく出来ていましたが、内容によってはスタッフ間で工夫して行っています。

（料理教室）

· 本日包丁を使い実際に野菜を切って頂き、浅漬けにして試食して頂いています。今後も包丁を使用していくので、事故のない様に進めて行きたいと思います。

（疾病教室）

· 基礎コースを終え、現在ステップアップの疾病教室を行なっていますが、「何の病気か」と問うも「わからない」との返答が聞かれている為、基礎コースをもう一度行う必要があるのでは？

⇒現在導入されている疾病教室において適宜疾病に対する認識を確認しながらすすめていく必要があると考えられる。疾病教室終了後に評価を行い、今後の症状管理についてのケアへ反映させていく。

＜注目患者様ケース検討＞

· 加賀谷　芙美子様～西病棟より転棟され1週間経ちました。現在糖尿病の管理、身体のつっぱり感・ムズムズ感の訴え、下痢の訴えも聞かれている為、

♯１身体管理

Ｐ－①ＤＭによりヒューマンカートR自己注射（10-6-10）

　　②低血糖症状の有無（予測指示あり）

　　③食事摂取状況

　　④運動を促す

⑤つっぱり感の有無（訴え時、ヒべルナ1Ｔ屯用）

⑥服薬状況（カマの服用を嫌がる際は、傾聴し必要性を説明）

⑦血圧低値（1日3検、水銀にて）

♯２病棟生活に慣れる

Ｐ－①日中の過ごし方（プログラム・余暇の状況）

　　②睡眠状況

　　③他者との交流

　　④不安、悩み等があったらスタッフへ話して頂きたい事を伝える

に変更しています。

・現在ヒューマカート自己注射行っていますが、決められた時間にオフィスカウンターに訪れなかったり、単位を間違っている事あります。転入直後の緊張や加齢、病気治療に対する認識の低さ等が考えられます。今後も決められた時間は守るよう繰り返し説明し、スタッフ付き添いにて事故のない様に注意して行っていきましょう。

· 服薬に対する抵抗感を示した場合は、服薬の必要性について説明していきましょう。定期的な排便はありますが、日中臥床傾向にあり、糖尿病のリハビリも含め、食後の歩行運動を本人と話し合い時間を決めて行っていく予定です。

· 村上　幸子様～本人に今後について聞くと「年内には帰りたい。でも献立を考える

　　自信がない」と話されています。周りから出来ていると評価しても、適切な自己評価ができずにいます。本人が出来ている事を評価しながら、今後の生活設定の中で現在困っている事、自己評価を低くしている部分を整理・確認し日常生活能力回復へのケアを検討していくようにしていきましょう。

＜川端Dr診察・ケースカンファ＞

· 浅野　秀子様～冷たい牛乳を飲んで以降、下痢が続いている為、下剤センナリド4T

から2Tに減らして様子を見ていましたが、常温の牛乳を飲んでも下痢がある為、本日夕より牛乳止めになっています。その代わりに下剤は減らさず処方通りに飲んでくださいと説明し、本人納得されています。

・平　京子様～入眠困難・早朝覚醒の訴えあり、臨時処方となっていましたが、その後薬の変更等の訴えはなく、同内容で、以後定期としています。

· 山火　るい子様～皮膚科診察にて、タベジール処方となった為、ふらつき・眠気の　　　

観察をしていきましょう。


































